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(57)【要約】
【課題】RGBWカラーフィルターをジグザグ状に配置した
後、システムからのRGBデータ信号を前記カラーフィル
ターに対応するように補正して画質を向上させる。
【解決手段】互いに相異する色配列を有する奇数及び偶
数番目の水平ラインに配列されたカラーフィルターを含
めて映像を表示する液晶表示パネルと、奇数及び偶数番
目の水平ラインのカラーフィルターに対応する画素に入
力データを供給する入力部と、入力データに奇数及び偶
数番目の水平ライン別に相異するレンダリングフィルタ
ー値を適用して入力データを補正するデータ変換部と、
その補正データを液晶表示パネルのフォーマットに対応
するように整列する制御部及び整列されたデータをデー
タラインに供給して液晶表示パネルを駆動するデータ駆
動部を含め、データ変換部は入力データを奇数番目の水
平ラインと偶数番目の水平ラインと区分して第１及び第
２擬似データを生成する擬似データ発生部を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる色配列を有する奇数及び偶数番目の水平ラインに配列されたカラーフィル
ターを含めて映像を表示する液晶表示パネル；
　前記奇数及び偶数番目の水平ラインのカラーフィルターに対応する画素に入力データを
供給する入力部；
　前記入力データに前記奇数及び偶数番目の水平ライン別に相異するレンダリングフィル
ター値を適用して前記入力データを補正するデータ変換部；
　前記データ変換部からの補正データを液晶表示パネルのフォーマットに対応するように
整列する制御部；及び
　前記制御部からの整列されたデータを前記液晶表示パネルのデータラインに供給して前
記液晶表示パネルを駆動するデータ駆動部
　を含め、
　前記データ変換部は、前記入力データを奇数番目の水平ラインと偶数番目の水平ライン
と区分して第１及び第２擬似データを生成する擬似データ発生部を含む
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記擬似データ発生部は、前記奇数番目の水平ラインの入力データを前記奇数番目のカ
ラーフィルターの色配置順序に対応した第１擬似データに変換し、前記偶数番目の水平ラ
インの入力データを前記偶数番目のカラーフィルターの色配置順序に対応した第２擬似デ
ータに変換する
ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記データ変換部は、前記奇数番目の水平ラインの入力データと前記第１擬似データの
配列に従って前記入力データに第１乃至第３レンダリングフィルター値の中のいずれか一
つのレンダリングフィルター値を適用して前記入力データを補正する
ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記データ変換部は、前記偶数番目の水平ラインの入力データと前記第２擬似データの
配列に従って前記入力データに第４乃至第６レンダリングフィルター値の中のいずれか一
つのレンダリングフィルター値を適用して前記入力データを補正する
ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記奇数番目の水平ラインのレンダリングフィルターと前記偶数番目の水平ラインのカ
ラーフィルターは、ジグザグ状に色配列がなる
ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　互いに異なる色配列を有する奇数及び偶数番目の水平ラインに配列されたカラーフィル
ターを含めて映像を表示する液晶表示パネル、及び前記奇数及び偶数番目の水平ラインの
カラーフィルターに対応する画素に入力データを供給する入力部とを具備した液晶表示装
置の駆動方法において、
　前記入力データに前記奇数及び偶数番目の水平ライン別に相異するレンダリングフィル
ター値を適用して前記入力データを補正する段階；
　前記補正データを前記液晶表示パネルのフォーマットに対応するように整列する段階；
及び
　前記整列されたデータを前記液晶表示パネルのデータラインに供給して前記液晶表示パ
ネルを駆動する段階
を含め、
　前記入力データを補正する段階は、前記入力データを奇数番目の水平ラインと偶数番目
の水平ラインと区分して第１及び第２擬似データを生成する段階を更に含む
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ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記第１擬似データは、前記奇数番目の水平ラインの入力データを前記奇数番目のカラ
ーフィルターの色配置順序に対応するように変換したデータであり、前記第２擬似データ
は、前記偶数番目の水平ラインの入力データを前記偶数番目のカラーフィルターの色配置
順序に対応するように変換したデータである
ことを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記入力データを補正する段階は、前記奇数番目の水平ラインの入力データと前記第１
擬似データの配列に従って前記入力データに第１乃至第３レンダリングフィルター値の中
のいずれか一つのレンダリングフィルター値を適用して前記入力データを補正する
ことを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記入力データを補正する段階は、前記偶数番目の水平ラインの入力データと前記第２
擬似データの配列に従って前記入力データに第４乃至第６レンダリングフィルター値の中
のいずれか一つのレンダリングフィルター値を適用して前記入力データを補正する
ことを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記奇数番目の水平ラインのレンダリングフィルターと前記偶数番目の水平ラインのカ
ラーフィルターは、ジグザグ状に色配列がなる
ことを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置の駆動方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及びその駆動方法に関するもので、画質を向上させることがで
きる液晶表示装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、薄膜トランジスタが形成されている薄膜トランジスタ基板とカラーフ
ィルター層が形成されているカラーフィルター基板とにより構成された液晶パネルを含め
、二つの基板の間には液晶層が位置している。
【０００３】
　一般的に、液晶表示装置の大部分は、カラーフィルター基板にレッド（R）、グリーン
（G）、ブール（B）の３原色でなるカラーフィルター層を形成し、前記カラーフィルター
層に透過される量を調節することで望むカラーを表示する。最近、RGBにホワイト（white
）を追加して輝度を改善するRGBW方式のディスプレー技術が開発されるにつれて３色を利
用して４色の画素電圧を形成する方法、または画素を個別的に駆動すると共に駆動しよう
とする画素の周辺に位置する画素をともに駆動して周辺の画素と明るさを分散し一つのド
ットを表現するレンダリング（rendering)駆動技法などが液晶パネルの駆動に使用されて
いる。
【０００４】
　前記レンダリング駆動技法の中の少なくとも表示画素数に高解像度の表示を可能にする
ためのサブピクセルレンダリング技術が利用されている。前記サブピクセルレンダリング
技術は任意の一つの表示画素の中の任意の色に対応したサブ画素に印加される階調信号を
、前記表示画素の周辺に配置されたサブ画素にも重畳させて印加することで表示を実行す
る技術である。
【０００５】
　このようなサブピクセルレンダリング技術を利用することで、RGBストライプ配列に対
してサブ画素の数を2/3倍にしても従来のRGBストライプ配列と同等な解像度の表示を実行
することが可能である。サブ画素の総数を減らせることができるために各サブ画素の画素
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面積を3/2倍にでき、高開口率化を実現することも可能である。
【０００６】
　また、前記サブピクセルレンダリング技術の応用の一つとして、RGBのストライプ（Str
ipe）配列の代わりにRGBの四つのサブ画素をRGBのストライプ（Stripe）に配置したカラ
ーフィルターを有する液晶表示装置も提案されている。
【０００７】
　このようなRGBWの四つのサブ画素をストライプ（Stripe）に配置したカラーフィルター
を有する液晶表示装置は入力されるRGBデータをRGBWの形態で拡張して上記レンダリング(
Rendering)技術を適用して解像度を補った後イメージを表示する。
【０００８】
　しかし、レンダリングを適用するとき、物理的に反復される同一カラーのピクセルの間
隔が既存のRGBストライプ(Stripe)対比で3/4が伸びて配置され、上下間のピクセルが同一
カラーで配置され解像度が低下しラインのディム(Dim)現象が画面上に見えるようになっ
て画質の低下が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従って、本発明は、関連技術の限界及び短所による少なくとも一つ以上の問題点を実質
的に解決することができる液晶表示装置及びその駆動方法に関するもので、RGBWカラーフ
ィルターをジグザグ状に配置した後、システムからのRGBデータ信号を前記カラーフィル
ターに対応するように補正して画質を向上させることができる液晶表示装置及びその駆動
方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した技術的な課題を達成するための本発明による液晶表示装置は、互いに相異する
色配列を有する奇数及び偶数番目の水平ラインに配列されたカラーフィルターを含めて映
像を表示する液晶表示パネルと、前記奇数及び偶数番目の水平ラインのカラーフィルター
に対応する画素に入力データを供給する入力部と、前記入力データに前記奇数及び偶数番
目の水平ライン別に相異するレンダリングフィルター値を適用して前記入力データを補正
するデータ変換部と、前記データ変換部からの補正データを液晶表示パネルのフォーマッ
トに対応するように整列する制御部及び前記制御部からの整列されたデータを前記液晶表
示パネルのデータラインに供給して前記液晶表示パネルを駆動するデータ駆動部を含め、
前記データ変換部は、前記入力データを奇数番目の水平ラインと偶数番目の水平ラインと
区分して第１及び第２擬似データを生成する擬似データ発生部を含む。
【００１１】
　また、本発明による液晶表示装置の駆動方法は、互いに相異する色配列を有する奇数及
び偶数番目の水平ラインに配列されたカラーフィルターを含めて映像を表示する液晶表示
パネルと、前記奇数及び偶数番目の水平ラインのカラーフィルターに対応する画素に入力
データを供給する入力部とを具備した液晶表示装置の駆動方法において、前記入力データ
に前記奇数及び偶数番目の水平ライン別に相異するレンダリングフィルター値を適用して
前記入力データを補正する段階と、前記補正データを前記液晶表示パネルのフォーマット
に対応するように整列する段階と、前記整列されたデータを前記液晶表示パネルのデータ
ラインに供給して前記液晶表示パネルを駆動する段階とを含め、前記入力データを補正す
る段階は、前記入力データを奇数番目の水平ラインと偶数番目の水平ラインと区分して第
１及び第２擬似データを生成する段階を更に含む。
【発明の効果】
【００１２】
　上述したように、本発明による液晶表示装置及びその駆動方法は、RGBWカラーフィルタ
ーを隣接した二つの水平ラインを一つの単位としてジグザグ状に配置した後、入力された
RGBデータ信号を前記ジグザグ状に配置されたカラーフィルターに対応するように補正し
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てディム(Dim)不良を防いで画質を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例による液晶表示装置を表した図面である。
【図２】図１の液晶表示パネルの断面を簡略に表した図面である。
【図３】図２のカラーフィルターの色の配列を表した図面である。
【図４】図１のデータ変換部を表した図面である。
【図５Ａ】図４のデータ変換部が奇数番目の水平ラインの入力R, G, BデータをR', G' B'
, W'データに補正したことを表した図面である。
【図５Ｂ】図４のデータ変換部が奇数番目の水平ラインの入力R, G, BデータをR', G' B'
, W'データに補正したことを表した図面である。
【図５Ｃ】図４のデータ変換部が奇数番目の水平ラインの入力R, G, BデータをR', G' B'
, W'データに補正したことを表した図面である。
【図６Ａ】図４のデータ変換部が遇数番目の水平ラインの入力R, G, BデータをR', G' B'
, W'データに補正したことを表した図面である。
【図６Ｂ】図４のデータ変換部が遇数番目の水平ラインの入力R, G, BデータをR', G' B'
, W'データに補正したことを表した図面である。
【図６Ｃ】図４のデータ変換部が遇数番目の水平ラインの入力R, G, BデータをR', G' B'
, W'データに補正したことを表した図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　添付した図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。
【００１５】
　実施例の説明において、各構成要素の「上または下」に形成されるものとして記載され
る場合において、上または下は二つの構成要素が互いに直接接触されるか、一つ以上の異
なる構成要素が二つの構成要素間に配置されて形成されることをすべて含む。また、「上
または下」に表現される場合、一つの構成要素を基準に上の方向だけではなく、下の方向
の意味も含むことができる。
【００１６】
　図１は、本発明の実施例による液晶表示装置を示した図面である。
【００１７】
　図１に図示されたように、本発明の実施例による液晶表示装置は、映像を表示する液晶
表示パネル１００と、前記液晶表示パネル１００のゲートライン(GL1～GLn)を駆動するゲ
ートドライバ１１０と、前記液晶表示パネル１００のデータライン(DL1～DLm)を駆動する
データドライバ１２０と、前記ゲートドライバ１１０及びデータドライバ１２０を制御す
るタイミングコントローラ１３０と、入力されたRGBデータを R', G', B', W'に変換する
データ変換部１４０を含む。
【００１８】
　前記液晶表示パネル１００は、二枚のガラス基板の間に液晶層が形成されて、その下部
ガラス基板には複数のゲートライン(GL1～GLn)と複数のデータライン(DL1～DLm)が形成さ
れ、前記複数のゲートライン(GL1～GLn)と複数のデータライン(DL1～DLm)の交差部にはサ
ブ画素（Pix)が形成される。
【００１９】
　前記サブ画素（Pix)は、前記ゲートライン（GL）とデータライン（DL）に接続された薄
膜トランジスタ（TFT）及び前記薄膜トランジスタ（TFT）に接続された画素電極を含む。
前記薄膜トランジスタ（TFT）は、前記ゲートライン(GL1～GLn)からのスキャン信号に応
答してデータライン(DL1～DLm)からのデータを液晶セルに供給する。
【００２０】
　このために、前記薄膜トランジスタ（TFT）のゲート電極はゲートライン(GL1～GLn)に
接続され、ソース電極はデータライン(DL1～DLm)に接続され、ドレーン電極は液晶セルの
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画素電極に接続される。
【００２１】
　また、前記液晶表示パネル１００の下部ガラス基板には液晶セルの電圧を維持させるた
めのストレージキャパシタが形成される。
【００２２】
　前記液晶表示パネル１００の上部ガラス基板には、前記薄膜トランジスタ（TFT）が形
成された各画素領域に対応するカラーフィルターと、これ等の各々を枠にして前記ゲート
ライン(GL1～ GLn)と、データライン(DL1～DLm)及び薄膜トランジスタ（TFT）などを覆う
ブラックマトリックスを含む。
【００２３】
　前記ゲートドライバ１１０は、前記タイミングコントローラ１３０からのゲート制御信
号（GCS）に応答して、複数のゲートライン(GL1～GLn)に複数のスキャン信号を対応する
ように供給する。これ等複数のスキャン信号は複数のゲートライン(GL1～GLn)が順次に１
水平同期信号の期間ずつイネーブルされるようにする。前記ゲートドライバ１１０は複数
のゲート集積回路を含むことができる。
【００２４】
　前記データドライバ１２０は、前記タイミングコントローラ１３０からのデータ制御信
号（DCS）に応答して、複数のゲートライン(GL1～GLn)の中のいずれか一つがイネーブル
されるごとにデータ電圧を発生して前記液晶表示パネル１００の複数のデータライン(DL1
～DLm)に各々供給する。
【００２５】
　前記タイミングコントローラ１３０は、外部のシステム（例えば、コンピュータシステ
ムのグラフィックモジュールまたはテレビ受信システムの映像復調モジュール、図示しな
い）から供給された各種の制御信号（O_CS)を用いて前記ゲートドライバ１００を制御す
るゲート制御信号（GCS）と前記データドライバ１２０を制御するデータ制御信号（DCS）
を生成する。
【００２６】
　また、前記タイミングコントローラ１３０は、前記データ変換部１４０から出力された
 R', G', B', W'データを前記液晶表示パネル１００のフォーマットに対応するように R"
, G", B", W"データに変更してこれをデータドライバ１２０に提供する。
【００２７】
　前記データ変換部１４０は、外部のシステムから入力 R, G, Bデータを受信し、前記受
信された入力 R, G, B データをR', G', B', W'に変換して前記タイミングコントローラ
１３０に前記変換された R', G', B', W'データを供給する。前記データ変換部１４０に
対する説明は図４乃至図６ｃを参照して具体的に説明することにする。
【００２８】
　図２は、図１の液晶表示パネルの断面を簡略に示した図面である。
【００２９】
　図１及び図２に示したように、液晶表示パネル１００は、第１基板１０１と、前記第１
基板１０１に対向する第２基板１０２と、前記第１及び第２基板１０１，１０２の間に形
成された液晶層ＬＣを含む。
【００３０】
　前記第１基板１０１には、表示画素を構成するための複数のサブ画素（Pix)の各々に対
応して例えば、酸化インジウムスズ（ITO）膜などの透明の導電膜と構成された画素電極
１０１１が形成されている。そして、前記が素電極１０１１は、スイッチング素子として
利用される薄膜トランジスタTFT１０１２に接続されている。
【００３１】
　前記画素電極１０１１及び薄膜トランジスタ１０１２は、絶縁膜１０１３により、異な
るサブ画素（Pix)における画素電極１０１１及び薄膜トランジスタ１０１２と絶縁されて
いる。
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【００３２】
　前記画素電極１０１１には、画素電極１０１１を覆うようにして液晶層ＬＣを構成する
液晶の初期配向状態を規定するための配向膜１０１４が形成されている。
【００３３】
　一方、前記第２基板１０２は、ガラス基板などの透明性を有する基板である。前記第２
基板１０２は、格子状のブラックマトリックス１０２１を含む。前記ブラックマトリック
ス１０２１は、その開口部が前記画素電極１０１１に対応する。前記ブラックマトリック
ス１０２１によって形成される開口部にはサブ画素（Pix)ごとに所定の色成分（図面では
、赤色（R）,緑色（G）,青色（B）及び白色（W））に対応したカラーフィルター１０２２
が形成されている。
【００３４】
　前記カラーフィルター１０２２上には共通電極１０２３が形成される。
【００３５】
　前記共通電極１０２３の電位は各サブ画素（Pix)においての共通の電位になっている。
共通電極１０２３には、前記第１基板１０１のように液晶層ＬＣを構成する液晶の初期配
向状態を規定するための配向膜１０２４が形成されている。
【００３６】
　図３は、図２のカラーフィルターの色の配列を示した図面である。
【００３７】
　図２及び図３に示したように、カラーフィルター１０２２は、例として赤色成分のカラ
ーフィルター（R）、緑色成分のカラーフィルター（G）、青色成分のカラーフィルター（
B）、白色成分のカラーフィルター（W）がモザイク状に配置されたRGBWモザイク配列を有
している。
【００３８】
　この際、RGBカラーフィルターにWカラーフィルターを導入することで、白色表示を実行
する際の輝度を向上することが可能になる。
【００３９】
　前記カラーフィルター１０２２は、奇数番目の水平ライン（H1_P)にR, G, B, Wの順に
配列されて、偶数番目の水平ライン(H2_P)に B, W, R, Gの順に配列される。
【００４０】
　これにより、前記赤色成分のカラーフィルター（R）、緑色成分のカラーフィルター（G
）、青色成分のカラーフィルター（B）、白色成分のカラーフィルター（W）は、奇数番目
の水平ライン(H1_P)に行方向に連続するように配置される。
【００４１】
　また、偶数番目の水平ライン(H２_P)のカラーフィルター１０２２は、前記奇数番目の
水平ライン(H1_P)に配列されたカラーフィルター１０２２と垂直方向に同一カラー帯に配
列されなくジグザグ状に配列される。
【００４２】
　本実施形態において、赤色成分のカラーフィルターに対応するサブ画素（Pix)、緑色成
分のカラーフィルターに対応するサブ画素（Pix)、青色成分のカラーフィルターに対応す
るサブ画素（Pix)及び白色成分のカラーフィルターに対応するサブ画素（Pix)が一つの表
示画素（Pix)を構成する。
【００４３】
　図４は、図１のデータ変換部を示した図面であり、図５Ａ乃至図５Ｃは、図４のデータ
変換部が奇数番目水平ラインの入力 R, G, BデータをR', G', B', W'データに補正したこ
とを示した図面であり、図６Ａ乃至図６Ｃは、図４のデータ変換部が偶数番目の水平ライ
ンの入力 R, G, BデータをR', G', B', W'データに補正したことを示した図面である。
【００４４】
　図１及び図４に示したように、データ変換部１４０は、システムからの入力 R, G, Bデ
ータを利用して擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)を発生する 擬似データ発生部１４０ａ
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及び前記入力R, G, Bデータと擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)を利用して補正されたR',
 G', B', W' データを算出するデータ補正部１４０ｂを含む。
【００４５】
　前記擬似データ発生部１４０ａは、入力R, G, B データを奇数番目の水平ラインと偶数
番目の水平ラインに区分して各場合によって擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)を生成する
。
【００４６】
　一例として、前記 擬似データ発生部１４０ａは、前記カラーフィルター（図３の１０
２２）の色配置の順番通りに奇数番目の水平ラインの入力 R, G, B データをRGBWの順序
を有する擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)に変形する。また、前記擬似データ発生部１４
０ａは、前記カラーフィルター（図３の１０２２）の色配置の順番通りに偶数番目の水平
ラインの入力 R, G, B データをBWRGの順序を有する擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)に
変形することができる。
【００４７】
　前記擬似データ発生部１４０ａで生成された擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)は前記デ
ータ補正部１４０ｂに提供される。
【００４８】
　前記データ補正部１４０ｂは、システムからの入力 R, G, B データと前記擬似データ(
P_R, P_G, P_B, P_W)を利用して奇数及び偶数番目の水平ラインによって相異する値を有
するレンダリング(rendering)フィルター値を適用して補正されたR', G', B', W'データ
を出力する。
【００４９】
　前記データ補正部１４０ｂは、奇数番目の水平ラインに該当する入力 R, G, B データ
と前記擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)にRGBデータの配列位置によって相異する補正値
を有する第１乃至第３レンダリングフィルター値を適用する。
【００５０】
　前記データ補正部１４０ｂは、奇数番目の水平ラインに該当する入力 R, G, B データ
と前記擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)の中の入力Rデータと、擬似Rデータが同一位置に
ある第１ケース（図５に該当）に第１レンダリングフィルター値を適用する。
【００５１】
　このために、前記データ補正部１４０ｂは、前記入力 R, G, B データの中の前記擬似R
データと同一位置にある入力Rデータを基準に前記入力Rデータ及び前記入力Rデータに隣
接した入力B及びGデータを一つの表示画素（Pix）に結びつける。
【００５２】
　続いて、前記データ補正部１４０ｂは、前記表示画素（Pix）を第１及び第２ブロック
（１、２）と区分して、前記第１及び第２ブロック（１，２）の各々に含まれた赤色成分
データに第１レンダリングフィルター値を適用して入力Rデータを補正したR'データを出
力する。
【００５３】
　前記第１レンダリングフィルター値を適用した R'データは次のような下式（１）を通
して算出される。
【００５４】
【数１】
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【００５５】
　ここで、R11は第１ブロック（１）の赤色の成分のデータを意味し、R12は第２ブロック
（２）の赤色成分のデータを意味し、R13は図示しない第３ブロックの赤色の成分のデー
タを意味する。
【００５６】
　前記データ補正部１４０ｂは、図５Ａに図示された第１ケースの場合、前記入力Rデー
タと前記入力Rデータに隣接したB及びGデータを一つの表示画素（Pix）と結んで第１及び
第２ブロック（１、２）と区分したが、第１乃至第３ブロックに区分することができる場
合も存在することがあるから、式（１）にＲ１３を表示する。
【００５７】
　前記第１レンダリングフィルター値を適用したR'データは前記第１ブロック（１）の赤
色の成分のデータに3/8をかけた値と、前記第２ブロック（２）の赤色の成分データに5/8
をかけた値を足した値で算出される。
【００５８】
　前記データ補正部１４０ｂは、奇数番目の水平ラインに該当する入力 R, G, B データ
と前記擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)の中の入力Rデータと擬似Wデータが同一の位置に
ある第２ケース（図５ｂに該当）に第２レンダリングフィルター値を適用する。
【００５９】
　このために、前記データ補正部１４０ｂは前記入力 R, G, B データの中の前記擬似Wデ
ータと同一位置にある入力Rデータを基準に前記入力Rデータ及び前記入力Rデータに隣接
した入力B及びGデータを一つの表示画素（Pix）に結びつける。
【００６０】
　続いて、前記データ補正部１４０ｂは、前記表示画素（Pix）を第１及び第３ブロック
（１、２、３）と区分して、前記第１及び第３ブロック（１，２，３）に含まれた赤色成
分（R）データに第２レンダリングフィルター値を適用して入力Rデータを補正したR'デー
タを出力する。
【００６１】
　前記第２レンダリングフィルター値を適用したR'データは次式（２）を通して算出され
る。
【００６２】
【数２】

【００６３】
　ここで、R11は第１ブロック（１）の赤色の成分のデータを意味し、R12は第２ブロック
（２）の赤色成分のデータを意味し、R13は第３ブロック（３）の赤色の成分のデータを
意味する。
【００６４】
　前記第２レンダリングフィルター値を適用したR'データは、前記第１ブロック（１）の
赤色の成分のデータに１/8をかけた値と、前記第２ブロック（２）の赤色の成分データに
６/8をかけた値及び前記第３ブロック（３）の赤色の成分データに１/8をかけた値を足し
た値で算出される。
【００６５】
　前記データ補正部１４０ｂは、奇数番目の水平ラインに該当する入力 R, G, B データ
と前記擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)の中の入力Rデータと擬似Gデータが同一の位置に
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ある第３ケース（図５Ｃに該当）に第３レンダリングフィルター値を適用する。
【００６６】
　このために、前記データ補正部１４０ｂは、前記入力R, G, B データの中の前記擬似G
データと同一位置にある入力Rデータを基準に前記入力Rデータ及び前記入力Rデータと隣
接した入力B及びGデータを一つの表示画素（Pix）に結びつける。
【００６７】
　続いて、前記データ補正部１４０ｂは、前記表示画素（Pix）を第１及び第２ブロック
（１、２）と区分して、前記第１及び第２ブロック（１、２）に含まれた赤色成分（R）
データに第３レンダリングフィルター値を適用して入力Rデータを補正したR'データを出
力する。
【００６８】
　前記第３レンダリングフィルター値を適用したR'データは次式（３）を通して算出され
る。
【００６９】

【数３】

【００７０】
　ここで、R１２は第１ブロック（１）の赤色の成分のデータを意味し、R１３は第２ブロ
ック（２）の赤色成分のデータを意味し、R１１は図示しない第３ブロック（３）の赤色
の成分のデータを意味する。
【００７１】
　前記データ補正部１４０ｂは、図５Ｃに図示された第３ケースの場合、前記入力Rデー
タと前記入力Rデータに隣接した入力B及びGデータを一つの表示画素（Pix）と結んで第２
及び第３ブロック（２、３）と区分したが、第１乃至第３ブロックに区分することができ
る場合も存在することがあるから、式（３）にR１１を表示する。
【００７２】
　前記第３レンダリングフィルター値を適用したR'データは、前記第１ブロック（１）の
赤色の成分のデータに５/8をかけた値と、前記第２ブロック（２）の赤色の成分データに
３/8をかけた値を足した値で算出される。
【００７３】
　前記データ補正部１４０ｂは、前記入力Rデータを基準に各ケースごとに第１乃至第３
レンダリングフィルター値を適用してR'データを算出することができるだけではなく、入
力Gデータ及び入力Bデータに対しても前記入力Rデータと同一の方法で第１乃至第３レン
ダリングフィルター値を適用されたG'及びB'データを算出することができる。
【００７４】
　このように、前記データ補正部１４０ｂは、奇数番目の水平ラインに該当する入力R, G
, B データと擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)を利用してR', G', B'データを算出する。
【００７５】
　これとともに、前記データ補正部１４０ｂは、前記擬似データ発生部１４０ａで生成さ
れた擬似Wデータ(P_W)をW'データに出力して前記補正されたR', G, B'データとともにタ
イミングコントローラ（図１の１３０）に提供する。
【００７６】
　次に、前記データ補正部１４０ｂは、偶数番目の水平ラインに該当する入力 R, G, Bデ
ータと擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)を利用して遇数番目の水平ラインのR', G', B'，
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W'データを算出する。
【００７７】
　同様に、、前記データ補正部１４０ｂは、偶数番目の水平ラインに該当する入力 R, G,
 Bデータと擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)にRGBデータの配列位置によって相異する補
正値を有する第４乃至第６レンダリングフィルター値を適用する。
【００７８】
　前記データ補正部１４０ｂは、偶数番目の水平ラインに該当する入力R, G, Bデータと
擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)の中の入力Bデータと擬似Gデータが同一位置にある第１
ケース（図６Ａに該当）に第４レンダリングフィルター値を適用する。
【００７９】
　このために、前記データ補正部１４０ｂは、前記入力R, G, B データの中の前記擬似G
データと同一位置にある入力Bデータを基準に前記入力Bデータ及び前記入力Bデータに隣
接した入力G及びRデータを一つの表示画素（Pix）に結びつける。
【００８０】
　続いて、前記データ補正部１４０ｂは、前記表示画素（Pix）を第１及び第２ブロック
（１、２）と区分して、前記第１及び第２ブロック（１、２）に含まれた青色成分データ
に第４レンダリングフィルター値を適用して入力Bデータを補正したR'データを出力する
。
【００８１】
　前記第４レンダリングフィルター値を適用したB'データは、次式（４）を通して算出さ
れることができる。
【００８２】
【数４】

【００８３】
　ここで、B１１は第１ブロック（１）の青色の成分のデータを意味し、B１２は第２ブロ
ック（２）の青色成分のデータを意味し、B１３は図示しない第３ブロック（３）の青色
の成分のデータを意味する。
【００８４】
　前記データ補正部１４０ｂは、図５Ａに図示された第１ケースの場合、前記入力Bデー
タ及び前記入力Bデータに隣接した入力G及びRデータを一つの表示画素（Pix）と結んで第
１及び第２ブロック（１、２）と区分したが、第１乃至第３ブロックに区分することがで
きる場合も存在することがあるから、式（４）にB１３を表示する。
【００８５】
　前記第４レンダリングフィルター値を適用したB'データは前記第１ブロック（１）の青
色の成分のデータに３/8をかけた値と、前記第２ブロック（２）の青色の成分データに５
/8をかけた値を足した値で算出される。
【００８６】
　前記データ補正部１４０ｂは、偶数番目の水平ラインに該当する入力R, G, B データと
前記擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)の中の入力Bデータと擬似Wデータが同一の位置にあ
る第２ケース（図６ｂに該当）に第５レンダリングフィルター値を適用する。
【００８７】
　このために、前記データ補正部１４０ｂは前記入力R, G, B データの中の前記擬似Wデ
ータと同一位置にある入力Bデータを基準に前記入力Bデータと前記入力Bデータに隣接し
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【００８８】
　続いて、前記データ補正部１４０ｂは前記表示画素（Pix）を第１及び第３ブロック（
１、２、３）と区分して、前記第１及び第３ブロック（１、２、３）に含まれた青色成分
データに第５レンダリングフィルター値を適用して入力Bデータを補正したB'データを出
力する。
【００８９】
　前記第５レンダリングフィルター値を適用したB'データは次式（５）を通して算出され
る。
【００９０】
【数５】

【００９１】
　ここで、B１１は第１ブロック（１）の青色の成分のデータを意味し、B１２は第２ブロ
ック（２）の青色成分のデータを意味し、B１３の第３ブロック（３）の青色の成分のデ
ータを意味する。
【００９２】
　前記第５レンダリングフィルター値を適用したB'データは前記第１ブロック（１）の青
色の成分のデータに１/8をかけた値と、前記第２ブロック（２）の青色の成分データに６
/8をかけた値と前記第３ブロック（３）の青色の成分データに１/8をかけた値を足した値
で算出される。
【００９３】
　前記データ補正部１４０ｂは、遇数番目の水平ラインに該当する入力R, G, B データと
前記擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)の中の入力Bデータと擬似Bデータが同一の位置にあ
る第３ケース（図６Ｃに該当）第６レンダリングフィルター値を適用する。
【００９４】
　このために、前記データ補正部１４０ｂは、前記入力R, G, B データの中の前記擬似B
データと同一位置にある入力Bデータを基準に前記入力Bデータと前記入力Bデータと隣接
した入力Gデータ及び入力Rデータを一つの表示画素（Pix）に結びつける。
【００９５】
　続いて、前記データ補正部１４０ｂは前記表示画素（Pix）を第１及び第２ブロック（
１、２）と区分して、前記第１及び第２ブロック（１、２）に含まれた青色成分データに
第６レンダリングフィルター値を適用して入力Bデータを補正したB'データを出力する。
前記第６レンダリングフィルター値を適用したB'データは次のような式（６）を通して算
出されることができる。
【００９６】
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【数６】

【００９７】
　ここで、B１２は第１ブロック（１）の青色の成分のデータを意味し、B１３は第２ブロ
ック（２）の青色成分のデータを意味し、B１１の第３ブロック（３）の青色の成分のデ
ータを意味する。
【００９８】
　前記データ補正部１４０ｂは、図６Ｃに図示された第３ケースの場合、前記入力Bデー
タ及び前記入力Bデータと隣接した入力G及びRデータを一つの表示画素（Pix）と結んで第
１及び第２ブロック（１、２）と区分したが、第１乃至第３ブロックに区分することがで
きる場合も存在することがあるから、数式６にB１１を表示する。
【００９９】
　前記第６レンダリングフィルター値を適用したB'データは、前記第１ブロック（１）の
青色の成分のデータに５/8をかけた値と、前記第２ブロック（２）の青色の成分データに
３/8をかけた値を足した値で算出される。
【０１００】
　前記データ補正部１４０ｂは、前記入力Bデータを基準に各ケースごとに第４乃至第６
レンダリングフィルター値を適用してB'データを算出することができるだけではなく、入
力Gデータ及び入力Rデータに対しても前記入力Bデータと同一の方法で第４乃至第６レン
ダリングフィルター値を適用されたG'及びR'データを算出することができる。
【０１０１】
　これのように、前記データ補正部１４０ｂは、遇数番目の水平ラインに該当する入力R,
 G, B データと前記擬似データ(P_R, P_G, P_B, P_W)を利用して補正されたR', G', B'，
W'データを算出する。これとともに、 前記データ補正部１４０ｂは前記擬似データ発生
部１４０ａで生成された擬似Wデータ(P_W)をW'データに出力して前記補正されたR', G, B
'データとともにタイミングコントローラ（図１の１３０）に提供する。
【０１０２】
　前記タイミングコントローラ（図１の１３０）は、前記データ補正部１４０ｂから提供
されたR', G', B', W'データを液晶表示パネル（図１の１００）のフォーマットに合わせ
てR", G", B", W"データに変更してこれをデータドライバー（図１の１２０）に提供する
。
【０１０３】
　以上のように、本発明による液晶表示装置は、奇数及び遇数番目の水平ラインのカラー
フィルターと対応する画素に提供されるデータを相異するレンダリングフィルター値を適
用して奇数及び遇数番目の水平ライン別に相異するように補正されたR', G', B', W'デー
タを算出する。
【０１０４】
　前記奇数及び遇数番目の水平ライン別に相異するように補正されたR', G', B', W'デー
タが対応する画素に提供されることによって奇数番目水平ラインに配列された画素と遇数
番目の水平ラインに配列された画素が同一のカラー帯に配列されることなくジグザグ状に
配列される。
【０１０５】
　これにより、本発明による液晶表示装置は、同一の色のカラーが垂直方向に配列される
従来の場合に比べて水平ライン別に同一色のカラーフィルターの間隔が減ってラインのデ
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ィム(Dim)を防いで画質を向上させることができる。
【０１０６】
　本発明が属する技術分野の当業者は、本発明の技術思想や、必須な特徴を変更すること
なく異なる具体的な形態で実施することができることを理解することができるであろう。
【０１０７】
　このため、以上記述した実施例はすべての面で例示的なものであり、限定的ではないこ
とを理解すべきである。本発明の範囲は詳細な説明よりは後述する特許請求の範囲によっ
て示され、特許請求の範囲の意味及び範囲、そして等価概念から導き出されるすべての変
更及び変形された形態が本発明の範囲に含まれることとして解釈されるべきである。
【符号の説明】
【０１０８】
100:液晶表示装置　　　110:ゲートドライバ
120:データドライバ　　130:タイミングコントローラ
140:データ変換部　　　140a: 擬似データ発生部
140b:データ補正部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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